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全学共通科目

体表解剖学
演習

痛みの病態

生理学人体の構造と機能

解剖学 生理学

解剖学実習 生理学実習

運動学 運動学演習

物理
療法学

理学療法評価学

運動・動作分析学演習

理学療法評価学演習

理学療法評価学

疾病と障害 リハビリテーション医学 健康栄養科学

保健薬理学 精神医学 老年医学 病理学 神経内科学

内科学 整形外科学 小児科学

公衆衛生学 臨床心理学

現代の医療技術学 臨床検査学

生活と地域

日常生活活動学演習

地域リハビリテーション学

福祉用具・生活環境論

地域医療・介護予防論

卒業までに
修得すべき要件

理学療法概論
保健医療福祉と

リハビリテーション

障害者スポーツ論

保健医療福祉制度論

専門基礎科目
支援工学
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基礎理学療法学
特別演習 理学療法研究

卒業研究

理学療法
研究演習

医療統計学

理学療法
研究方法論

専門教育科目
理学療法治療学

運動療法学演習 理学療法学演習 運動療法学 運動器系障害理学療法学

神経系障害理学療法学 循環器系障害理学療法学

呼吸器系障害理学療法学 小児期障害理学療法学

義肢・装具学演習 基礎理学療法学演習 痛みの理学療法学

臨床実習
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知識・理解

人体の構造と機能を理解し、臨床医学に関する基礎的な
知識を身につけている。また、保健医療福祉の仕組みを
理解したうえで、リハビリテーションにおける理学療法士の
役割及び理学療法を遂行するために必要な評価と治療の
手段を理解し応用できる。

思考・判断
具体的な疾病や障害に対する適切な理学療法
評価法を選択できる。また、それらの評価結果
を総合的に解釈したうえで、対象者の問題点を
抽出できる。さらに、それらの問題点を解決す
るための理学療法プログラムを提案できる。

関心・意欲

医療の担い手としての高い倫理観と、様々な
人生観、価値観を尊重できる豊かな人間性を
身につけている。そして、理学療法を通して、
地域、社会に貢献すべく、人々の健康を支援
するための責任ある行動を取ることができる。

態度

医学の進歩や社会情勢の変化を
見据えたうえで、体系的・客観的
思考をもって自ら専門性を高め、
理学療法の発展に寄与すること
ができる。

技能・表現

学生を対象に、代表的な理学療法評価法を
正確に実施できるとともに、基本的な理学療
法治療法を模倣できる。演習を通して身に
つけた技術を、臨床実習の場で具体的な疾
患や障害を持つ人に応用できる。

理学療法管理学

医療
英語


